
○高等部３年 前期  

一般就労を希望 福祉サービスを希望 

  
４月～５月 進路の手引き 栗原地域の福祉施設を配布 

・２月の進路面談を振り返りながら進路希望調査を提出。 

・自分の進路先をイメージして学校生活を送りましょう。 

・3 年生になると、面談・会議・手続き関係の書類の提出が増えます。個人ごとに違うので、一つ一

つ確認していきましょう。 

 
○５月 現場実習の申込み →  ○６月 前期現場実習 

６月  前期現場実習  

自分が就労先として考えている場所

で、実習を行います。新入社員の方々が

行っている仕事内容を実習します。厳し

いことを言われるかもしれませんが、粘

り強く頑張りましょう。企業の受入れ態

勢や、評価によっては、進路変更もあり

えることを理解しておいてください。 

総合（ 進路学習 ） 

・働くために必要な力 

・進路決定までの流れ 

    ・面接の練習、ビジネスマナー 

総合（ 進路学習 ） 

・働くために必要な力 

・実習場所の確認 

・仕事内容 

○7 月 授業参観（個別面談）   

○進路移行支援会議 

高等部３年   進路学習の流れ 

８月・１０月 

障害者能力開発校オープンキャンパス 

B 型事業所を希望する人については、夏休

みにアセスメントの実習を行います。期間は

５日間～１０日間です。※アセスメントを受

けられる場所は、ステップアップの１か所に

なります。 

６月  前期現場実習  

卒業後の進路先として考えている場所で実習

を行います。利用している方々と同じような職

業訓練や作業をします。 

参加機関 

○ハローワーク 

○くりはら障がい者就業・生活支援センター 

「あしすと」 

情報交換、共通理解、求職登録の説明 

実習希望企業の検討 

参加機関 

○市福祉事務所 

○地域生活支援センター 

（あらいぶ、ポレポレ、ころんぶす等） 

情報交換、共通理解、利用したい施設の検討 

今後の手続きの流れの確認 



一般就労を希望 福祉サービスを希望 

  

 

９月 現場実習の申込み 

１０月  現場実習  

高等部最後の実習です。実習の評価や採用枠、実習先からの要請等により追加実習を行うこともあり

ます。 

（高等部卒業）一般就労、福祉施設の利用開始 

12 月 

願書・調査書を作成

し提出 

試験内容 

作文・面接・適性試験

（国語・数学） 

１月 個別進路移行支援会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 

求職登録 

（ハローワーク） 

１時間程度掛かり

ます。 

※重度判定の説明 

宮城障害者職業セ

ンターが実施する

就業上の支援度を

確認するもので、

就業時に必要にな

ります。 

1 月～2 月 

入学選考 

 

合格発表 

参加機関 

○ハローワーク 

○くりはら障がい者就業・生活支援センター

「あしすと」 

○就職先 

情報交換、共通理解、求職登録 

進学・就職先の確認 

 

 

参加機関 

○保健推進室 

○福祉事業所 

○相談事業所・地域生活支援センター 

○就労先 

（あらいぶ、ポレポレ、ころんぶす等） 

情報交換、共通理解、利用予定の施設の確認 

施設利用開始日の相談 

 

各総合支所、市民サービス課に利用申

請をします。 

 

市の認定調査や相談支援センターの相

談支援専門員による聞き取り調査 

※サービス等利用計画の作成及び福祉施

設との連絡調整等の支援を受けられるた

めに必要な話合いです。 

 

施設利用のための利用者カードの交付 

（障害福祉サービス受給者証） 

↓ 

利用者カードを持参し、施設と契約  

卒業後施設利用について 

 

○高等部３年 後期  


